
主な議案の質疑
副町長の選任について

下水道条例の一部を改正する条例

介護保険条例の一部を改正する条例

問	 �前町長の退任に伴い、副町長も辞任する
のが一般的と考える。再任の意図を問
う。

答	 �町長　新しい風をふかすため、県庁から
派遣選任・民間から選任などの任命方法
もあるが、表面的な新しい風より行政内
部をスムーズに進めていく事が任務と考

えている。私の公約を分析し予算積算し
機構改革などを行った副町長の実績を評
価した。県とのパイプは新市街地整備課
長で十分だと認識している。

　　なお、採決は無記名投票の議員要求があ
　　り、投票の結果は賛成多数で可決。

問	 �①値上げの理由、②他市町の動向、③平
均的な利用者の影響額、④下水道未接続
の対応について問う。

答	 �①汚水処理費用は、受益者の負担が原
則。決算における汚水処理費用２億
4,900万円に対し、使用料収入は１億
8,100万円と７割程度で不足が生じてい
る。この不足額を一般会計から繰り入れ
ている現状にあり、今回の下水道使用料
の改定で一般会計の繰入金を段階的に減
額したい。②標準的家庭の一ヶ月あたり
20㎥の使用料を比較すると松伏町1,850
円、越谷市2,150円、吉川市1,700円、

三郷市1,450円となっている。③今回
の改定率は8.6％で、年間影響額は全体
で1,500万円、１世帯あたり平均1,800
円の増額になる。④下水道接続率は
85.1％。毎年接続勧奨の通知を送付して
いる。今後も接続勧奨を継続していく。

問	 �今回の改定で約1,500万円増収となるの
で、約5,200万円の不足が生じる。今後も
改定を続け最終的に帳尻を合わせるのか。

答	 �下水道使用料の見直しの間隔は、４年〜
５年が適当とされている。今回の算定期
間は平成33年度までの４年間とする。

問	 �①保険料を引き下げる努力がどのよう
に行われたのか。介護保険の基金２億
8,000万円をどう使うのか。要介護者の
人数が計画より大幅に減少し、必要な
サービス利用量も減少したがどのように
反映したのか。②近隣自治体の保険料の
状況は。③今回約２億8,000万円の基金
を取り崩したが、月20円しか保険料が下
がっていない。この点をどのように評価
しているか。

答	 �①基金を全額投入し、保険料を引き下げ
たが高齢化率は増加傾向にあり、自然増
としてサービス費用は増えていくと考え
ている。②近隣市では、引き上げの方

向。③保険料の引き下げ要因が少ない中
で引き下げることは、困難であった。消
費税の増税や介護職員の処遇改善など、
ある程度考慮した中で20円を引き下げた。

問	 �介護予防をどの程度評価しているか。
もっと推進する考えはあるか。保険料の
負担を下げる方向性はないのか。

答	 �介護予防事業は非常に大切だと認識して
いる。介護保険料は、全国は９段階であ
るが、町は12段階に分けて所得の高い
方から多めに保険料をかけさせていただ
き、低所得の方の保険料を救う側面があ
り、理解願いたい。
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意 見 書

町営農園設置及び管理条例

　2017年７月７日、国連会議において、核兵器禁止条約が国連加盟国の３分の２の賛成で採

択されました。この条約には核兵器廃絶を求める世界の人々の願いが結集されており、採択は

歴史的意義を持つものです。

　日本政府がとるべきことは、速やかに「核の傘」から離脱して、核兵器禁止条約に署名、批

准を行うべきです。それこそが、日本と東アジアの緊張を平和的、前向きに打開し、核兵器の

脅威を根絶する道です。

　よって、政府においては、核兵器禁止条例を早期に署名・批准するよう強く要望します。

賛  

成

反  

対安全保障上、核兵器は抑止力に
なり得ると言い続ける限り、核
の脅威はなくならない。
私たちにできることは、戦争の
道具を私たち人間の手で減らし
ていくこと、核兵器のない未来
を子供たちに受け継ぐことです。

３人

核兵器廃絶は大賛成です。しか
し、この条約の国際会議に核保
有国などは参加していない。唯
一の被爆国である日本が、対立
から対話への橋渡しを担うべき
である。そのための賢人会議も
被爆地広島で開催するなど動い
ており、推移を見守るべきであ
る。

10人

問	 �水道や農機具、駐車場の問題は、どのよ
うに対応するのか。

答	 �水道や農機具の貸し出しはないというこ
とで周知していく。駐車場は隣の赤岩農
村センターの利用を案内する。農村セン
ターの屋外水道は手洗いのみで、農園へ
の散水の使用は禁止とする。

問	 �利用料の年間6,000円は、近隣自治体と
比べて高く感じるが、その積算根拠は。
利用料は町内、町外の方で差があるの
か。今後の農園の展開をどのように考え
ているか。

答	 �吉川市、杉戸町の利用料を参考に決め
た。利用料は町内外一律とした。住民の

交流や町の認知、定住化につなげていき
たい。今後の展開は、応募状況を見て検
討したい。

核兵器禁止条約の批准を求める意見書
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